


 
 

出荷
（商品加工は他の企業で）

オーダーの依頼と

糸が送られてくる 

 
 糸を合わす（合糸）  

撚る（撚糸）  

工程

林撚糸
はやしねんし

株式会社
〜撚�の�い思いがここに〜

はじめに

撚糸って？？

加工できる糸にするまでが
林撚糸の仕事！！

これは近附と桐蔭がコラ
ボしながら、インタビュー
内容をまとめ、和歌山
の企業をPRしようとい
う取り組みである。
2回の取材で分かった撚糸
の魅力をどうぞ！
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時を遡る
 �業から90年�く林撚�。��の歴史を尋ねた。もともと

は染め物の⼯場だったという。だが当時は戦��っ�中、橋�

に場�を�し、そこで撚�を�めたのが��の��だそうだ。

��業が盛んになり、���業が��した時代には���品が

売れなくなった時期があってとても⼤�だったようだ。

しかしそのような苦�を乗り�えたからこそ、�の林撚�があ

ると��は思う。

 �材をする前の��は、撚�について�く知識がなかっ

た。撚�とは�を束ねて�くすることだと�べて�かった。

だが百�は⼀⾒にしかず。林さんは��に⼯場の��ととも

にこう�えてくれた。「�を�くするのはもちろんだけど、

�う�を�わせて�う�徴の�にもできる。例えば�びる�

と�びない�を束ねて�びる�にすることできる」と。撚�

の必�性とともに、撚�の�⼒を�じた�間だった。

 

 撚�によって⽣まれた�材は、服やカーテンなどの���

品に�⼯され、他にもニットや���のシートなど��の�

�に撚�は�れている。それらを作り�すのが林撚�株式�

�の仕事である。



 林撚�を⼀�でPRするとと尋ねると、まず��に�

�で�げているスローガンを�えてくれた。「�に�

り�う」だそうだ。とても��で温かい�葉だなと思

った。�体的な例を挙げてくれた。��や友�で�し

くバーベキューに来たときに、�の粉が�んで�傷を

すると不快な気持ちになるだろう。そのような⽇常の

ちょっとした�みを�決することが、�の�を�かに

できると林さんは�う。撚�で�々の笑�をつくれる

ことは��にとってこれ�上�しいものはない。

これからの展望

 林さんが�の中で�く⼝に�していた�葉がある。「�

は�だけど…」と。�かに撚�という作業は�しいものを

⽣み�すのではなく、��のものに⼿を�えるという⼀⾒

必�性を�じない作業と思うかもしれない。林さんは�り

�の例をあげて��をくれた。�にどんな⽬的で�るかわ

からない�り�より、それが�かっている�り�の�がモ

チベーションが上がって�り�もうと思える。だから撚�

した�でつくる�品に、喜んでくれる�がいるなら、たと

え�わらない�だとしても��に作業ができるというの

だ。��の�のためにという��を�から��した。
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糸から糸だけど…

 さらに�、開発中のものがあると�えてくれた。�というと��的で古�いようなイメージが現代

の��では��している。だからこそ�をIOTやITに活⽤するということを�えているそうだ。�し

く�くと、�に電気が�るステンレスの��を使い⽣体情�を�み�ったり、義⼿に利⽤したりと、

�間とロボットをつなぎ�わせたいと�う。そうして撚�をもっと��な�在にし、�の時代と共に

�んでいきたいのだと�る。

 林撚�をインタビューし作業の��や��に�物を⾒せてもらうことで、��のものをつくるとい

うことに�する�りに��させられるばかりだった。⼯場の中まで�内していただきありがとうござ

いました。
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